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Abstract 
 
This paper proposes a coaching support framework 
based on meta-cognitive verbalization of learners. 
Coachers such as a sport instructor observe learners’ 
motion and teach learners their embodied skills. This is 
a usual coaching way for learners. However, the 
coaching way based on learners’ motion is not enough 
to teach learners their embodied expertise because the 
many of the coaching are external contents such as 
motion form. In order to teach learners not only external 
contents but also internal contents such as learners’ 
consciousness, we introduce meta-cognitive 
verbalization into the coaching way. Meta-cognitive 
verbalization is to verbalize learners’ consciousness at 
their performing. In previous work, meta-cognitive 
verbalization promotes learners’ skills. Therefore, this 
paper proposes a coaching support framework based on 
meta-cognitive verbalization of learners. We classified 
meta-cognitive verbalization and coaching contents 
whether they were external or internal contents. Then we 
carried out the experiment for each coaching pattern. As 
a result, for learners who verbalize many of the external 
meta-cognitive verbalization contents, coaching external 
contents in the early period of learning and coaching 
internal contents in the repetition of learning promotes 
learners’ skills. This proposal framework helps learners 
to promote their skills. 
 
1. はじめに 
 スポーツや楽器演奏などにおいて，学習者の技を熟達
させるため，熟練した指導者が学習者に指導を行う機会
は多々ある．この際，指導者は，学習者の動作を見た上
で，学習者の熟達していない部分について指導を行う．
しかし，動作のみを学習者の技の熟達度の判断材料とし
た指導では，動作から読み取れる内容は外面的な部分が
多く，十分な指導ができない場合もある．そこで，動作
だけでなく，学習者が動作を行った際に意識した内容も
考慮することで，内面的な部分についても考慮した指導
ができるのではないかと考えられる．その意識した内容
を言語化することに焦点を当てたメタ認知的言語化理論 
[1]がある．この理論は，学習者がどのような感覚や意識
で技を行ったのかを言語化することで，技の熟達につな
がるというものである．様々なスポーツにおいてこの理
論を用いた実践研究がなされ，学習者の技の熟達を促す
ことが報告されている．先行研究では，学習者のメタ認
知的言語化が学習者の熟達を促すことが示されたが，筆
者らは，指導サイクルにメタ認知的言語化理論を組み込
むことで学習者だけでなく指導者の指導内容にも影響を
与え，変化した指導を受けた学習者もまた技の熟達が進
むのではないかと考える．また，メタ認知的言語化内容
の種類に応じた指導を行うことで，学習者の技の熟達を
促すのではないかと考えられる． 
 そこで本研究では，学習者のメタ認知的言語化内容を
考慮し，その種類に応じた指導支援フレームワークを提
案する．本フレームワークに則った指導を行うことによ
って，学習者のメタ認知的言語化内容の種類に適した指
導を行うことができ，その指導によって学習者の技の熟
達を促すと考えられる．また，学習者の動作データをも
とにレベル判定，動作時の未熟達部位の表示，指導内容
の提示を行うダンス指導システムを作成し，学習者の熟
達度を判断することやリアルタイムでの未熟達部位の表
示，指導内容の提示を学習者に対して行うことで，学習
者が技を学習する際に役立ち，学習者の技の熟達を促す
ことができると考えられる． 
 
2. 関連研究 
 メタ認知的言語化理論を用いた研究には諏訪の研究 [2]
がある．この研究では，「歌うこと」「スノーボーディ
ング」「感受性」について各々実践研究を行っている．
「歌うこと」では，メタ認知的言語化を行うことによっ
て歌がうまくなるかを探求した．この研究では，言語量
と技の熟達に相関がみられ，メタ認知的言語化内容があ
る一定期間蓄積されると技の熟達につながることが示さ
れた．「スノーボーディング」では，メタ認知的言語化
を繰り返し行うことで，学習者が意識する身体部位や感
覚が変化し新しい意識が芽生えそれまで意識していなか
ったことにまで意識を向けることができ，技の熟達が見
られた．「感受性」では，風景から感じた感情を言語化
するという実践研究を行い，初めは視覚的な内容の言語
化が多かったが，メタ認知的言語化を繰り返すことで，
触覚や聴覚といった視覚以外の内容の言語化が増加して
いき，複数の感覚で風景を捉えるようになり，感受性の
向上が見られた． 
 このように，様々な実践研究においてメタ認知的化理
論の有効性が示されている．しかし，これらの研究は学
 習者の自己学習におけるもので，指導者が指導を行いな
がらの学習では検証されていない．そこで，そのような
指導サイクルにメタ認知的言語化理論を組み込むことで，
より学習者の技の熟達につながると考えられる． 
 
3. ダンス指導システム 
 一般的な指導では，図 1 で示すように，指導者は学習
者の動作のみを見て学習者の熟達していない部分につい
て指導を行う．しかし，この指導では，動作の形など外
面的な部分に関する指導が多く，学習者に対して十分な
指導ができるとは限らない．そこで本研究では，動作の
形のような外面的な部分だけでなく，学習者が動作を行
った際に意識した内容などの内面的な部分も考慮した指
導を行えるようにするため，図 2 に示すメタ認知的言語
化内容を考慮したダンス指導システムを提案する． 
 まず，本システムにおけるレベル判定部について説明
する．学習者にポイズ・ホールドを行ってもらった際に，
Kinect v2 を用いて学習者の動作データを取得する．取得
する動作データは，25点の身体の関節の 3次元座標であ
る．取得する時間は，学習者がポイズ・ホールドの形を
完成させてから 5 秒間静止してもらい，その間に動作デ
ータを取得する．この取得した動作データをもとに各関
節や身体部位が達成項目を満たしているか否かで，初心
者，初級者，中級者，上級者の 4 段階にレベル分けを行
う．ポイズ・ホールドに対する達成項目を表 1 に示す．
これらの達成項目を用いたレベル分けの流れを図 3 に示
す．判定基準①の達成項目を一つでも満たさない場合は
初心者判定，すべてを満たす場合は初級者判定，判定基
準①，②の達成項目すべてを満たす場合は中級者判定，
判定基準①，②，③の達成項目すべてを満たす場合は上
級者判定となる． 
 続いて，未熟達部位表示部について説明する．学習者
がポイズ・ホールドを行っている際，リアルタイムで未
熟達な部位を学習者に提示する．学習者がポイズ・ホー
ルドを行っている際，Kinect v2 を用いて学習者のカメラ
画像を取得し，PCのディスプレイに表示する．さらに，
学習者の身体関節の 3 次元座標を取得し，達成項目を満
たすか否かを判定した際に，達成項目を満たした関節に
関しては水色の点，満たしていない関節に関しては赤色
の点で学習者の動作画像に重ねて表示する．また，達成
項目を満たしていない赤い点の関節に関しては，どのよ
うな内容を満たしていないのかを画面に表示する．  
 最後に，指導方針決定部について説明する．指導方針
決定では，指導者が事前に入力した指導内容を提示する
場合と，学習者の動作データとメタ認知的言語化内容を
もとにした指導内容を提示する 2 パターンがある．まず，
指導者が事前に入力した指導内容を提示する場合では，
レベル判定における達成項目において満たしていないと
判定された項目に対応する指導内容 IDを指導内容 DBか
ら呼び出し，学習者に提示する．一方，学習者の動作デ
ータとメタ認知的言語化内容をもとに指導方針を決定す
る場合では，レベル判定システムによって動作データか
ら未熟達部位を見つけ出し，メタ認知的言語化内容から
は学習者が動作時に意識していたことを取得し，これら 
 
図 1．一般的な指導学習 
 
図 2．ダンス指導システム 
表 1．レベル判定における男性の達成項目． 
判定基準 男性指導内容 ID 達成項目 
① 
16，17，21，22 左右肘の角度が 
基準範囲内か 
20，25 左右掌の向きが 
正しいか 
18，19，23，24 左右掌の高さが 
正しいか 
② 
0 お尻が抜けていないか 
1 お腹が出ていないか 
2， 3， 4， 5 身体が前後左右に 
傾いていないか 
③ 
6， 7， 8， 9 腕が地面と平行か 
14，15 肩が上がっていないか 
10，11，12，13 ホールド位置が 
正しいか 
 
の情報から指導方針を決定し学習者に指導内容を提示す
る．まず，学習者が言語化したメタ認知的言語化内容は
事前にメタ認知的言語化内容 DB に蓄積しておき，蓄積
された学習者のメタ認知的言語化内容メタ認知的言語化
内容から外面的か内面的のどちらの内容が多いか判断す
る．各メタ認知的言語化内容は外面的な単語と内面的な
単語のどちらの方が多く含まれるかで外面的か内面的な
に分類する．メタ認知的言語化内容を外面的か内面的か
に分類した後，学習者が意識している身体部位と意識し
ている内容を抽出する．身体部位と意識内容を抽出する 
  
図 3．レベル判定の流れ 
ために係り受けを用いる．そして，動作データから抽出
した未熟達部位と学習者の意識内容を踏まえて，指導方
針を決定する． 
 
4. ダンス指導支援フレームワーク 
 3 章において，ダンス指導システムを提案したが，本
研究では，図 4 に示すようなメタ認知的言語化内容を考
慮した指導提示部を指導者に置き換えたダンス指導支援
フレームワークを提案する．この指導フレームワークで
は，指導者が，学習者の動作に加えメタ認知的言語化内
容を見た上で指導を行う．その結果，指導者の指導内容
が学習者の意識を踏まえた指導内容に変化し，その指導
を受けた学習者の技の熟達がより促されると考えられる．
また，メタ認知的言語化内容の種類に応じて指導内容を
変化させることで，より効率的に学習者の技の熟達を促
すことができると考えられる．さらに，3 章で説明した
ダンス指導システムにおけるレベル判定，未達成部位表
示を用いて，学習者の熟達度の判定，未達成項目の提示
を行う．この指導支援フレームワークに則り指導を行う
ことによって，学習者の意識している内容に適した指導
を提示し，より効率的に学習者の技の熟達を促すことが
できると考えられる． 
 
5. メタ認知的言語化内容の種類別指導検証 
 4 章において，一般的な指導学習よりも効率的に学習
者の技の熟達を促すことができると考えられるダンス指
導支援フレームワークを提案したが，メタ認知的言語化
内容を外面的か内面的かによって指導を変えた場合，各
学習者に対する指導パターンは、以下のパターンが考え
られる．  
(a) 外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，外面的な指導を行う． 
(b) 外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，内面的な指導を行う． 
(c) 外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，外面的と内面的な指導を行う． 
 
図 4．メタ認知的言語化内容を考慮した指導 
(d) 内面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，外面的な指導を行う． 
(e) 内面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，内面的な指導を行う． 
(f) 内面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
し，外面的と内面的な指導を行う． 
 
これら 6 つのパターンが考えられるが，メタ認知的言語
化理論では，「新たな言葉が新たなメタ認知を生む」の
で，学習を繰り返し外面的なメタ認知的言語化内容が多
い学習者に対しては(b)，内面的なメタ認知的言語化内容
が多い学習者に対しては(d)が，学習者の技の熟達を促す
と考えられる．本研究では，全被験者が競技ダンス初心
者だったため，パターン(d)(e)(f)のような内面的なメタ認
知的言語化を多く行う学習者はおらず，パターン(a)(b)(c)
のような初心者によく見られる外面的なメタ認知的言語
化内容が多い学習者のみであった．そこで，外面的なメ
タ認知的言語化内容が多い学習者に焦点を当て，検証を
行った．ここで，メタ認知的言語化内容が外面的である
とは，「肘が肩と同じ高さになるようにする」などとい
った動作の形を表現した外面的にみえる内容，内面的で
あるとは，「身体の中心を一本の棒が通っている意識を
持つ」などといった動作を行った際の感覚や意識を表現
した内容と定義した．検証は図 5 に示す手順で行った．
①から③の手順を 3 回繰り返し，外面的と内面的の各指
導パターンによって指導を行い，学習者の技の熟達が見
られたかを検証した．検証で得られた各学習者のメタ認
知的言語化内容を表 2 に，指導内容を表 3 に示す．被験
者は，外面的なメタ認知的言語化内容が多い競技ダンス
未経験の大学生学習者 3 名とし，それぞれ外面的な指導
を行う 1名(学習者 A)，内面的な指導を行う 1名(学習者
B)，外面的と内面的な指導を行う 1 名(学習者 C)に分け，
証を行った．指導者は，競技ダンス歴 5 年の大学院生 1
名である． 
 まず，外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に
対し，外面的な指導を行った学習者 A の検証について述
べる．表 2の MA1のように，学習者 Aは 1回目の動作
では手の位置や掌の向き，足の開き方など外面的なメタ
認知的言語化を行っている．これに対し指導者は，表 3 
  
図 5．メタ認知的言語化内容の種類別指導検証手順 
表 2．メタ認知種類別指導検証における各学習者の      
メタ認知的言語化内容 
学習者 回数 メタ認知的言語化内容 
A 
1 MA1：手の位置，掌の向き，左右の
足の開き方を意識した 
2 MA2：肘の位置を上げるように意識
した 
3 MA3：肩に力が入りすぎないように
意識した 
B 
1 MB1：左右の手の位置，肘の角度を
意識した 
2 MB2：お腹を引っ込めることを意識
した 
3 MB3：背中をそりすぎないように意
識した 
C 
1 MC1：左手の指先を伸ばす意識，右
手を丸める意識を持った 
2 MC2：右肘が下がらないように意識
した 
3 MC3：右肩を上げない，右肘を下げ
ない意識をした 
 
表 3．メタ認知種類別指導検証における       
各学習者の指導内容 
学習者 回数 指導内容 
A 
1 TA1：両腕の下側が地面と平行にな
るように両肘を上げる． 
2 TA2：肩は力を抜いた状態で肘を上
げる 
B 
1 TB1：下腹部で息を思い切り吸い込
むようなイメージを持つ 
2 TB2：背中にまっすぐな棒を通す意
識を持つ 
C 
1 
TC1：右肘が下がっているので，右
腕は真横の遠くのものを取るような
意識を持つ 
2 
TC2：右肩が上がっているので，大
きなボールを抱えているイメージを
持つ 
 
の TA1のように，肘の位置が熟達していないと判断し， 
両肘に対する指導を行った．その結果，2 回目の動作で
は，MA2 のように肘の位置を意識するメタ認知言語化を
行っており，肘の位置に関しても熟達が見られた．しか
し，両肘を上げたことによって肩も同時に上がってしま
い，肩に関して未熟達となってしまった．そこで 2 回目
の指導では，TA2 のように肩と肘の両方に関する指導を
行ったところ，学習者は MA3 のように肩に関するメタ
認知的言語化を行い，肩に関して熟達が見られた．しか
し，肘が下がってしまい再び肘の位置が未熟達となって
しまった．このように，外面的なメタ認知的言語化内容
が多い学習者に対し外面的な指導を行った場合，指導直
後には熟達が見られたとしても，指導を繰り返すうちに
出来なくなってしまうということが見られた．外面的な
指導は，学習の初期段階では有効であるが，学習を繰り
返した際は熟達への効果が小さいと考えられる． 
 続いて，外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者
に対し，内面的な指導を行った学習者 B の検証について
述べる．表 2の MB1のように，学習者 Bは 1回目の動
作では左右の手の位置，肘の角度など外面的なメタ認知
的言語化を行っている．これに対し指導者は，下腹部が
落ちており熟達していないと判断し，表 3の TB1のよう
に，下腹部で息を思い切り吸い込むようなイメージを持
たせる内面的な指導を行った．その結果，2 回目の動作
では下腹部が引きあがり熟達が見られた．しかし，背中
が反れてしまい，背中に関して未熟達となってしまった．
そこで 2 回目の指導では，TB2 のように背中にまっすぐ
な棒を通す意識を持たせる内面的な指導を行ったところ，
下腹部が引きあがったまま背中が反らなくなり，背中に
関して熟達が見られた．このように，外面的なメタ認知
的言語化内容が多い学習者に対し内面的な指導を行った
場合，学習者を繰り返した際にも指導効果が見られ，学
習者の技の熟達につながると考えられる． 
 最後に，外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者
に対し，外面的と内面的な指導を行った学習者 C の検証
について述べる．表 2 の MC1 のように，学習者 C は 1
回目の動作では，左手の指先や右手など外面的なメタ認
知的言語化を行っている．これに対し指導者は，右肘と
右腕が下がっており熟達していないと判断し，表 3 の
TC1 のように，右肘に対しては右肘を下げないように外
面的な指導，右腕に対しては遠くのものを取るイメージ
を持たせる内面的な指導を行った．その結果，学習者 C
は MC2 のように，右肘が下がらないようにという外面
的な指導のみを意識し，右肘と右腕に関しては熟達が見
られた．しかし，右腕や右肘を下がらないようにしたと
同時に右肩が上がってしまい，右肩に関して未熟達とな
ってしまった．そこで 2 回目の指導では，TC2 のように
右肩を上げないようにする外面的な指導と，大きなボー
ルを抱えているイメージを持たせる内面的な指導を行っ
たところ，学習者 C は MC3 のように，右肩を上げず右
肘を下げないといった外面的なメタ認知的言語化を行っ
た．そのメタ認知的言語化により，右肩は熟達が見られ
たが，右肘や右腕に関しては下がってしまい，再び未熟
達となってしまった．このように，外面的なメタ認知的
言語化が多い学習者に対し外面的と内面的な指導を行っ
 た場合，学習者は外面的な内容に意識がいってしまい，
内面的な指導の効果が見られなくなってしまった．外面
的と内面的な内容が混在する指導では，学習者と指導者
の間でギャップが生まれてしまい，内面的な指導の効果
が薄れてしまうことが考えられる． 
 以上より，外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習
者に対しては，学習初期では，外面的な指導の方が，指
導効果がすぐ見られるため学習者の技の熟達を促すと考
えられるが，学習を繰り返し，メタ認知的言語化を複数
回行った際は，内面的な指導の方が，指導効果が継続し
学習者の技の熟達を促すと考えられる．外面的と内面的
な内容が混在した指導では，内面的な指導の効果が薄れ
てしまうため，学習者のメタ認知的言語化内容の種類に
応じて，どちらか一方の内容の指導を行うことが，学習
者の技の熟達に有効であると考えられる． 
 
6. メタ認知的言語化内容に基づいた指導支援フ
レームワーク 
 5 章における検証の通り，学習者の動作だけでなく，
メタ認知的言語化内容を考慮した指導を行うことで，動
作のみを見た場合の指導に比べ，学習者の技の熟達をよ
り促すことが分かった．また，競技ダンス初心者に関し
ては，全員が外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習
者であった．そのような学習者に対しては，学習初期で
は外面的な指導，学習を繰り返しメタ認知的言語化内容
が偏った際には，内面的な指導が有効であると考えられ
る．そこで本研究では，外面的なメタ認知的言語化内容
が多い学習者の学習状況とメタ認知的言語化内容に応じ
た指導支援フレームワークを提案する．指導支援フレー
ムワークの概要を図 6に示す． 
 指導者が指導を行う際，動作に加えメタ認知的言
語化内容も考慮し指導を行う． 
 外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対
して，学習初期は外面的な指導，学習を繰り返し
た際は内面的な指導を行う． 
このフレームワークに則った指導を行うことで，学習者
の動作のみからでは読み取りにくい学習者の意識などの
内面的な部分を，メタ認知的言語化内容から読み取るこ
とができ，学習者に対してより効率的な指導を行うこと
ができると考えられる．また，学習者の学習段階とメタ
認知的言語化内容の種類に応じて指導内容を変化させる
ことで，学習者の技の熟達を促すことができると考えら
れる． 
 
7. 提案フレームワークによる指導実験 
 外面的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対して，
提案フレームワークに則った指導を行うことによって，
指導者の指導内容の変化が見られるか，また，変化した
指導によって学習者の技の熟達が見られるかを，メタ認
知的言語化内容を考慮せず動作のみを見て指導を行う一
般的の指導方法と比較する．比較することで，本フレー
ムワークによる指導の有効性を検証する．指導実験手順
を図 7に示す．図 7の②，⑤の各指導における以下の項 
 
図 6．指導支援フレームワーク 
 
図 7．指導実験手順 
目に関して評価を行う． 
(ア) 指導内容 
(イ) 各ポイズ・ホールド後のレベル判定結果 
(ウ) 各ポイズ・ホールド後の指導内容数，初心者項目
達成度 
各ポイズ・ホールド後のレベル判定は，4 章で用いたレ
ベル判定システムによって行う．学習者は競技ダンス未
経験の大学生 2 名，指導者は競技ダンス歴 6 年の大学院
生 1 名として実験を行った．また，被験者 2 名がメタ認
知的言語化を行った際，どちらも外面的なメタ認知的言
語化内容が多かった． 
 本実験を行った際，提案指導フレームワークと一般的
な指導方法において提示された指導内容例を表 4 に，提
案指導フレームワークにおける学習者のメタ認知的言語
化内容例を表 5 に示す．まず，学習者がお手本画像を見
て動作を行った際，腕が下がっていることが見て取れた
ため，指導者は表 4の指導内容 TA1のような，腕を地面
と平行になるようにする指導を行った．この指導により，
次の動作時には腕に関して熟達が見られた．しかし，お
腹が出てしまっていたため，腹部に関して TA2のような
指導を行った．その結果，腹部に関しては熟達が見られ
たが，初めに指導した腕に関しては，再び未熟達となっ
てしまった．このように，学習者がメタ認知的言語化を
行わず，指導者が学習者の動作のみを見て指導を行った
場合，一時的に指導効果が見られたものの，別の指導を 
 表 4．指導実験で提示された指導内容例 
指導方法 指導内容 
一般的な指導 
TA1．腕が地面と平行になるよう腕
を真横に伸ばす 
TA2．お腹が出ているので，腹筋に
力を入れて立つ 
提案指導 
フレームワーク 
TP1．腕の高さのみを意識したため
肩が上がっているので，肩甲骨を下
におろしつつ腕の高さを上げる 
TP2．頭から腰にかけてまっすぐな
棒が通っている意識をもつ  
 
表 5．指導実験におけるメタ認知的言語化内容例 
メタ認知的言語化内容 
MP1．腕の高さを意識した 
MP2．肩甲骨をおろして肩を下げた 
MP3．背筋を伸ばした 
 
行うと最初に指導した内容の効果が薄れてしまった．ま
た，全ての指導において内面的な内容の指導は見られず，
外面的な内容の指導のみであった．続いて，学習者がお
手本画像を見て動作を行い，メタ認知的言語化を行った
際，動作からは肩が上がってしまっていることが見てと
れ，メタ認知的言語化内容からは表 4の MP1のように腕
に意識していることが分かったため，表 4の TP1のよう
な学習者の意識したことをふまえ、それに加える形の指
導内容を提示した．この指導により，肩に関して熟達が
見られた．しかし，頭が前に入り猫背になっていたため，
その部分に対して TP2 のような指導を行った．その結果，
猫背が改善され熟達が見られた．また，初めに指導した
肩に関する指導効果も継続されたままであった．このよ
うに，学習者のメタ認知的言語化内容を考慮することで，
学習者の意識を踏まえた指導や，内面的な指導を行うこ
とができ，学習者の熟達を促すことができた． 
 また，提案指導フレームワークと一般的な指導方法に
おけるある学習者のレベル判定結果，指導内容数，初心
者項目達成度を表 6 に示す．レベル判定には変化が見ら
れなかったが，指導内容数が減っていることから，既存
の指導方法では熟達が見られなかった項目に関して提案
指導フレームワークに則った指導によって熟達が促され
たと考えられる．また，初心者項目達成度も上がってい
ることから，既存の指導方法に比べ，提案指導フレーム
ワークに則った指導を行うことで，競技ダンスに基本的
な初心者項目に関しても熟達が促されたと言える． 
 
8. 考察 
 実験結果より，学習者の動作のみによる一般的な指導
の場合，動作から読み取れる外面的な部分に関しての指
導が多く，外面的な指導では学習を繰り返した際に効果
が薄れてしまうため，学習者の技の熟達を効率的に促す
ことは難しいと考えられる．また，指導者が学習者の動 
表 6．指導実験におけるレベル判定結果と指導内容数，
初心者項目達成度 
指導方法 レベル判定 指導内容数 初心者項目 
達成度 
一般 初心者 5 50% 
提案 初心者 3 67% 
 
作のみから内面的な指導を促すことは難しいと考えられ
る．一方，メタ認知的言語化内容を考慮した提案指導フ
レームワークでは，動作から読み取れる外面的な部分に
加え，メタ認知的言語化内容から読み取れる内面的な部
分も考慮した指導内容を提示することができ，学習者の
状況に適した指導が可能であると言える．また，提案指
導フレームワークにおける内面的な指導を行った結果，
学習者の技の熟達を促したことから，学習を繰り返した
際には内面的な指導を行うことが学習者の技の熟達につ
ながるのではないかと考えられる．学習者のメタ認知的
言語化内容は外面的な内容のみであったが，指導によっ
て内面的なメタ認知的言語化を促すことができれば，よ
り学習者の技の熟達につながると考えられる． 
 
9. おわりに 
 本研究では，学習者の動作のみを見て指導する一般的
な指導サイクルにメタ認知的言語化理論を導入した指導
支援フレームワークを提案した．メタ認知的言語化内容
を考慮した指導を行うことで，学習者の内面的な部分も
考慮した指導になり，より学習者の技の熟達を促すこと
が可能であると考えられる．また，学習者のメタ認知的
言語化内容と指導者の指導内容を外面的か内面的かに場
合分けし，各パターンでの指導検証を行った結果，外面
的なメタ認知的言語化内容が多い学習者に対しては，学
習初期では外面的な指導，学習を繰り返した際は内面的
な指導を行うことで，より効率的に学習者の技の熟達を
促すことが可能だと考えられる．  
 今後の課題として，内面的なメタ認知的言語化内容が
多い学習者に対する指導検証を行い，そのような学習者
に対する指導フレームワークの検討が挙げられる．また，
長期的な指導を行った場合，学習者のメタ認知的言語化
内容や指導者の指導内容がどのように変化し，学習者の
技の熟達に影響を与えるのか検証していく必要がある． 
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